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１．古川宇宙飛行士の打上げ成功について
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◆ 2023年8月26日、米国フロリダ州から古川聡宇宙飛行士が
クルードラゴン宇宙船（Crew-7）によって打上げられ、
8月27日にISSに入室。約半年間滞在予定。
12年ぶり、自身2回目の宇宙飛行となる。

◆ ミッションのキーメッセージ：「宇宙でしか見つけられない答えが、あるから」
「きぼう」日本実験棟での実験や技術実証を、地上の暮らしや、月や

火星の国際宇宙探査につなげていくために宇宙でしか見つけられない
答えの探求を進め、成果を示す。

ISSに入室する古川宇宙飛行士

©JAXA/NASA

◆ 滞在中に「きぼう」で予定されている日本のミッションの例
➢ 有人宇宙技術

・船内可搬型ビデオカメラシステムのロボット技術実証
・火災安全性向上に向けた固体材料の燃焼現象に対する重力影響の評価

➢ ライフサイエンス系研究
・微小重力環境での細胞の重力感受メカニズムの解明
・微小重力環境を利用した臓器の立体培養技術の開発

➢ 教育関連
・アジア・太平洋地域の青少年が考えた宇宙実験の実施
・第４回「きぼう」ロボットプログラミング競技会

古川宇宙飛行士のミッションJAXAロゴマーク

©JAXA

船内可搬型ロボットの地上試験の様子



２．H-IIAロケット４７号機の打上げについて
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◆ H-ⅡAロケットは、液体水素、液体酸素を燃料とする我が国の大型基幹ロケット。
◆ これまでに基幹ロケットとして、地球観測衛星等の我が国の主要な衛星を打上げている。
◆ 世界的にも高い打上げ成功率・オンタイム率を誇る、信頼性の高いロケット。
◆ ４７号機の打上げに成功したことで、H-ⅡA/Bについては50回連続成功となった。

◆ 打上げ日時：令和5年9月7日（木）午前8時42分11秒
◆ 打上げ場所：種子島宇宙センター

H-ⅡAロケット

XRISM

SLIM

打上げの概要

打上げ日時・場所

打上げられた宇宙機

打上成功率 連続成功回数 オンタイム率

H-IIA/B
98.2%

（55/56）
50回連続成功
(2005.2より)

86.4%
（38/44）

【X線分光撮像衛星（XRISM）】
◆ 銀河団の高温ガスなどを高い分解能で分光観測し、宇宙の構造形成と化学進化にかかるなぞの解明に

取り組む。日米欧での国際協力ミッション。
◆ 9月11日までにクリティカル運用期間（衛星がロケットから分離した後、最低限の運用ができるようにする

期間）を終了し、衛星搭載機器の機能確認等を実施する約３カ月間の初期機能確認運用期間に移行。
【小型月着陸実証機（SLIM）】
◆ 小型探査機による高精度月面着陸の技術実証を行い、「降りたいところに降りる」「ピンポイントで着陸する

（100m誤差内）」ための技術習得等を目指す。着陸後は岩石の分光観測を実施し、月面の各種
データを取得。

◆ 地球周回フェーズを終了し、10月1日に月へ向かうための軌道変更を行い、月遷移フェーズへの移行を完了。
◆ 今後、12月下旬に月周回軌道投入され、2024年１～２月ごろに月面着陸予定。



３．国際宇宙ステーション（ISS）運用期間の延長について（2024年⇒2030年）
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2022年11月18日、永岡文部科学大臣とネルソンNASA長官の会談
（エマニュエル駐日米国大使、木原官房副長官、大西宇宙飛行士が同席）

◆ 日本時間2022年1月1日、アメリカ航空宇宙局（ＮＡＳＡ）のネルソン長官は、ＩＳＳの運用を２０３０年ま
で延長し、国際 パートナー（欧・日・加・露）とともに軌道上での革新的研究を継続できるよう取り組むことに関す
るバイ デン＝ハリス政権のコミットメントを表明。同日、NASA長官から、ISS参加各極（我が国は文部科学大臣
宛）にISS運用延長への参加を促す書簡が送付されている。

◆ 2022年11月、アルテミス計画で必要となる技術の獲得・
実証の場として不可欠な国際宇宙ステーション（ISS）の
2030年までの運用延長への参加を日本政府として表明。

◆ 「閣僚級理事会は欧州のISSへの参加を2030年まで延長
することを決定した。これにより、ESAの宇宙飛行士が、軌
道上のコロンバス欧州実験棟で活動を継続できるようにな
る。」欧州宇宙機関（ESA）の2022年11月23日付発
表

◆ 「カナダは、2030年までの宇宙ステーションへの参加延長
へのコミットメントを発表した。」日本時間2023年3月25
日、NASA長官ポストより

◆ ROSCOSMOSのボリゾフ長官は、ロシアの新しいステーション（ROS)が配置される2028年までは、ISSへの参加
を延長する旨、4月25日に参加各極にレターを送付。日本時間2023年4月25日、タス通信より

◆ NASAはISS参加各極が運用延長に同意し、日本とカナダとESA参加国は2030年まで、ロシアは2028年まで
ISS運用をサポートする旨を2023年4月27日にブログで公表



4．インドの動向（チャンドラヤーン3号）
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◆ チャンドラヤーン３号は、インド宇宙研究機関（ISRO）の月探査ミッションであり、2008年のチャンドラヤーン１
号（月周回）、2019年のチャンドラヤーン２号（月面着陸失敗）に続く３つ目のミッション。

◆ 2023年7月14日に打上げ、8月23日に月面への軟着陸に成功。月面への着陸成功は旧ソ連・米国・中国に
次ぐ４か国目であり、月の南極付近への着陸は世界初。

https://www.isro.gov.in/Chandrayaan3_Details.html
https://www.isro.gov.in/media_isro/pdf/Missions/LVM3/LVM3M4_Chandrayaan3_brochure.pdf

出典:

• 2023年7月14日 ISROのLVM3ロケットにより打上げ、8月23日に月面への
軟着陸に成功。

• 推進モジュール、着陸機モジュール（月着陸機＋月面小型ローバ）で構成、全
体で質量3,900kg。

• 推進モジュールによって着陸機モジュールを月周回軌道（月面高度100km）
に投入し、その後着陸機モジュールを切り離して月面に着陸。着陸地点は、月表
側の南緯69.4度・東経32.3度近傍（4.0 x 2.4 kmの範囲内）。

• ①月面への安全な軟着陸の実証、②月面小型ローバの走行実証、③月面上
での各種科学実験（月面組成分析等）の実施、の３つが主な目的。

• 月着陸機に４個、月面小型ローバに２個の観測機器を搭載。

• 月着陸機や月面小型ローバにより、着陸地点近傍の月面組成分析や熱流
量計測、月震計測等の「その場」観測を実施し、詳細データの取得を図る。
ミッションは、着陸後、約２週間実施。

• 推進モジュールにも、地球のスペクトル測定と旋光測定が可能なペイロード
（SHAPE）を搭載し、着陸機モジュール分離後に測定を実施。

推進モジュール
2,148kg

(写真は着陸機モジュールを
上部に搭載した状態)

月着陸機
2.5x2.0x1.2m, 1,752kg
（月面小型ローバ含む）

月面小型ローバ
0.92x0.75x0.85m, 26kg

着陸機モジュール

LVM3ロケット
（GSLV Mk-Ⅲロケット）

全長43.43m, GTO軌道へ
4ton級打上能力

概要

主なサイエンスミッション

https://www.isro.gov.in/Chandrayaan3_Details.html
https://www.isro.gov.in/media_isro/pdf/Missions/LVM3/LVM3M4_Chandrayaan3_brochure.pdf


４．（参考）月探査をめぐる各国の動向

嫦娥6以降のミッションで
使用する中継通信衛星を
2024年上半期に打上げ

(CLPS 商業月輸送サービス)

ARTEMIS計画
Gateway

◆月面 ： 2018年以降、主要国は多くの月面探査ミッションを計画。
米国は官民パートナーシップも活用し、2025年以降に有人月面着陸を計画。

  2020年代前半には米露欧日中印等が月極域への着陸探査を計画（月の水氷や高日照率域に高い関心）。
2021年以降、中国・ロシアは国際月研究基地（International Lunar Research Station:ILRS）の構築を計画。

◆月近傍： 米国は月周回有人拠点（Gateway）を構築する計画を示し、各国に参画を呼びかけ。

かぐや
(周回)

嫦娥2
(周回)

Chandrayaan-1
(周回)

LRO
(周回)

Luna 27
Resurs

(極域着陸)

嫦娥4
(裏側着陸)

~2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027~

Chandrayaan-2
(周回（着陸は失敗))

Luna 26
Resurs
(周回)

日本

米国

中国

ロシア

インド
他

Luna 28 

Grunt

(極域着陸・SR)

SMART-1
(周回)

欧州

SLIM
(着陸)
[航行中]

嫦娥6
(極域着陸・SR)

Luna 25
Glob

(着陸失敗)

KPLO(周回)

商業輸送契約を含む官民
パートナーシップのもと、
定期的な月面探査を推進

Argonaut(EL3)

(着陸)

日本を含む各国へ協力を呼びかけ

（※検討中のものを含む）

： 極域着陸ミッション

SR： サンプルリターン

嫦娥4に先行し、地球との通信を確保
するための衛星を2018年5月打上げ

極域探査
(着陸)
[開発中]

極域探査
(着陸)

2007年打上げ
～2009年終了

1966年 
無人機月着陸
1969年 
アポロ月着陸

嫦娥5
(SR)

嫦娥3
(着陸)

1966年
無人機月着陸

2013年
月着陸

2003～2006年

2007
～2009

嫦娥1
(周回)

2009
～2011

2008～2009年

GRAIL
(周回)

LADEE
(周回)
2013
～2014

2011
～

2012

2009
～運用中

中型ランダ
(着陸・SR)

Beresheet
（着陸失敗)

(着陸は失敗)
（2022年打上げ）

民間

民間

ArtemisⅠ
(無人試験機)

ArtemisⅡ
(有人試験機)

嫦娥7
(極域着陸)

嫦娥8
(極域着陸?)

Lunar Pathfinder (周回)

民間

民間

Peregrine

(着陸)

2019年
月着陸

2019年9月

民間

Nova-C

(着陸)

PPE+HALO I-HAB

Chandrayaan-3
(着陸成功)

Griffin(VIPER)

（着陸）

ArtemisⅢ
(有人着陸)

ArtemisⅣ
(有人)

民間 民間

Nova-C

(着陸)

民間

Nova-C

(着陸)

XL-1

(着陸)

Blue Ghost

(着陸)

SERIES-2

(着陸)

7

民間 民間 民間民間



５．令和6年度概算要求（1/9）
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５．令和6年度概算要求（2/9）

9



５．令和6年度概算要求（3/9）
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５．令和6年度概算要求（4/9）
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５．令和6年度概算要求（5/9）
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５．令和6年度概算要求（6/9）
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５．令和6年度概算要求（7/9）
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５．令和6年度概算要求（8/9）
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５．令和6年度概算要求（9/9）



６．アジア・太平洋地域宇宙機関会議（APRSAF-29）結果報告について（1/3）
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◆アジア・太平洋地域における宇宙利用・協力の促進を目的とした、同地域最大規模の宇宙関連会議。

◆1993年に設立以降、文部科学省、JAXA及び開催国の宇宙関係機関の共催により、ほぼ毎年開催。

※参加機関・参加者：第１回 13ヵ国60名 → 第29回 27ヵ国・地域より544名

◆メンバー国・地域や機関を拘束しない、オープンな会議体として、各国の政府機関、宇宙関係機関、大学・研究

機関、民間企業、国連等の国際機関が参加。各国の活動報告のほか、具体的な協力活動の構築に向けた議論を実施。

概要

➢センチネルアジア （災害管理）
➢SAFE（環境監視）
➢Kibo-ABC （国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟の利用促進）
➢宇宙法制イニシアティブ（宇宙法制に関する活動報告）

活動内容

災害等の各国共通課題の解決、宇宙産業や利用の拡大、技術

協力、青少年に向けた普及啓蒙及び宇宙教育等の観点から、議

論や情報共有を行いつつ、以下の国際協力プロジェクト等を推進。

名古屋ビジョン
① 広範な地上課題の解決の促進
② 人材育成や科学技術力の向上
③ 地域の共通課題に対する政策実施能力の向上
④ 地域のニュープレイヤーの参画促進と多様な連携

の推進

2019年に開催したAPRSAF-26にて「名古屋ビジョン」を

採択。以降、10年間、右記の4つの取組みを通じてアジア・

太平洋地域の持続的な社会・経済の発展に貢献。

（参考）APRSAF-26（@名古屋）の様子

アジア・太平洋地域宇宙機関会議（APRSAF）概要



18

◆日 時：令和5年9月19日（火）～22日（金）

◆場 所：インドネシア国立研究イノベーション庁（BRIN）本部

◆テーマ ：Accelerating Space Economies through Regional Partnership
（地域連携による宇宙経済の加速化を目指して）

◆共催機関：BRIN、文部科学省、宇宙航空研究開発機構（JAXA）

◆総合議長：メゴ・ピナンディト副総裁（開発政策担当）（BRIN）

        永井雅規審議官（研究開発担当）

◆企画：APRSAF運営委員会(ExCOM)

        (ベトナム、インドネシア、オーストラリア、日本)

◆参加数：27の国・地域、計544 名

◆今後、APRSAF‐30をオーストラリア（2024年11月26日～29日）、 APRSAF‐31を
フィリピンで開催予定。

（参考）APRSAF-2９本会合の様子

APRSAF-29の開催結果（1/2）

６．アジア・太平洋地域宇宙機関会議（APRSAF-29）結果報告について（2/3）
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①地域共通の様々な課題解決の促進

→センチネルアジアによる災害時の支援活動やSAFEイニシアティブにおける農業関連プロジェクトの成果を
確認。社会的課題の解決に向けた更なる衛星データの活用について議論を実施。

②人材育成や科学技術力の向上

→「きぼう」利用導入プログラムが各国で実施されたことや各国の学術研究の利用が進んだことを確認。
APRSAF28にて立ち上げた「アジア太平洋地域宇宙教育会議」においては、宇宙教育の実践例の共有
や意見交換を推進。また、官民の様々なプレーヤーと共に超小型・小型衛星やコンステレーションを活用
した社会課題解決に資するミッションや将来の利用可能性等について情報を共有、議論。

③地域の共通課題に対する政策実施能力の向上

→宇宙産業振興や宇宙空間の安定的な利用の確保のための法整備も含めた政策的な課題等について
議論を実施。

④地域のニュープレイヤーの参画促進と多様な連携の推進

→宇宙産業ワークショップ等において、アジア太平洋地域における宇宙産業振興に関する議論を実施。

成果文書『共同声明（APRSAF29 Joint Statement） 』を採択

〇名古屋ビジョンに基づくイニシアチブの進捗確認

APRSAF-29の開催結果（2/2）

６．アジア・太平洋地域宇宙機関会議（APRSAF-29）結果報告について（3/3）



６．（参考）センチネルアジア
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【センチネルアジア “アジアの監視員”】
衛星の災害関連情報の共有等、アジア・太平洋地域の災害管理への貢献に資する我が国主導の国際協力プロ

ジェクト。令和5年10月現在、29か国・地域の97機関、及び17国際機関が参加。

「センチネルアジア」の着実な推進のため、運営委員会（Steering Committee)を設置し、さらなる発展と持続可能な共同運用を
目指す。ここでは，従来の緊急観測対応のみならず、減災・事前準備から復旧・復興までの全防災サイクルへの対応に向けた活動
を拡充する．(センチネルアジア ポータルサイト: https://sentinel-asia.org/)

発展的促進活動

施策内容・事例 【活用事例】

アジア太平洋地域の災害被害の軽減
マヨン山噴火ハザードマップ

【施策内容】
・衛星保有国（インド、タイ、台湾、シン
ガポール,ベトナム，UAE） との連携
による衛星観測を実施。

・我が国の陸域観測技術衛星「だいち2
号」（ALOS-2）などの地球観測衛星
の観測データを、アジア太平洋諸国の
関係機関にインターネットを通じて提供。

・開発途上国に防災利用検討活動等を
実施し能力開発・人材育成に貢献。

・2007年以降，420回以上地球観測
衛星による緊急観測を行い、自然災
害の被害把握に有効な観測データを
提供することで、災害対応を支援して
いる。

・2023年5月トルコ南東部にて発生した
地震等において、衛星データより得られ
た被害情報を防災機関に提供し、被害
状況の把握に活用された。
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実施内容

多国間協力（データ/ツール共有、研究開発、キャパビルを多国間で実施）により、地域共通の課題として農業・水資源に関連
する農業気象監視、水稲監視、水田からのメタン排出量評価の3つのSAFEプロジェクトを実施

SAFE規約に基づく運営委員会（JAXAとISROが共同議長） の下、SAFEプロジェクトの進捗確認・実施調整などを実施

活動実績

農業気象監視プロジェクト（プロジェクトリーダー：ISRO）

衛星観測により農業気象(降水量など)を把握し、異常気象に対する農作物の作柄への影響を把握に活用

水稲監視プロジェクト（プロジェクトリーダー：GISTDA）

合成開口レーダや光学データにより水稲の作付面積を把握し、各国の農業統計・食料安全保障などに活用

水田からのメタン排出量評価(CH4Rice)プロジェクト(プロジェクトリーダー：VNSC)昨年度APRSAF-28で新規承認

水田の水管理を考慮した水田からのメタン排出量評価を行い、気候変動緩和のためのカーボンクレジットなどに将来的に活用

ASEAN食料安全情報システム（AFSIS）プロジェクトが
毎月発行する水稲作柄レポートにおいて
JAXAおよびISROの農業気象情報が活用

データ解析プラットフォーム（ISRO/VEDAS、Google/GEE)に
ALOS-2データをおよび水稲作付けマッピングツールを搭載して
データ/ツール共有を促進し、ASEAN各国でのトレーニングなど利用

http://www.aptfsis.org/publication/rgo

 

 

 

Rice Growing Outlook Report 

July, 2021 

 

Overview 

In the Northern side of SE-Asia, the wet season rice is in tillering to grain filling stage 

mainly. And the early season rice already starts to harvest in some areas. The final planted area 

is expected to increase slightly than previous year under stable weather condition. The growing 

condition is generally good due to proper rainfall for growth, although there are concerns about 

the effects of droughts and floods in some areas.  

In the Southern side of SE-Asia (Indonesia), the growing condition of dry season rice 

is generally good under proper rainfall, but the planting condition is still low. On the other 

hand, the early harvesting already started from this month. 

 

Precipitation condition in early of July 

 

This map is provided by Indian Space Research Organisation (ISRO) under the APRSAF/SAFE agromet project 

https://www.eorc.jaxa.jp/SAFE/project/agromet 

  

Dynamic virtual Mosaic of ALOS-2 data
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⚫ 目的、概要

➢ 日本がアジア唯一のISS計画参加国であることの重要性を踏まえ、アジア諸国が国としてその意義を認め推進する「きぼう」利用提案に重点化し、
当該国との連携を通じて、日本の国際的プレゼンス向上、「きぼう」利用成果最大化、アジア諸国の利用促進、SDGsへの貢献を目指す。

➢ Kibo-ABC (Asian Beneficial Collaboration through “Kibo” Utilization)は、2012年に設立され、2023年現在14か国・地域の19機
関が加盟。「きぼう」利用に関する多国参加型の各種プログラムの立案・実行における経験蓄積と能力向上、宇宙実験を目指す研究者・技術者・
青少年への普及啓蒙と情報発信、そして日本との二国間協力プロジェクトの創出を実施。

＜ホームページ＞ https://humans-in-space.jaxa.jp/biz-lab/kuoa/

⚫ 活動内容

➢ 参加機関からの期待が高まる多国参加型のKibo-ABCプログラム

① Kibo Robot Programming Challenge : Kibo-RPC
「きぼう」のロボットを用いたプログラミング競技会。2023年の第4回大会は米国や国連宇宙
部と連携し、過去最多の参加者（30か国・地域の学生421チーム、1685名）により実施
中。

② Asian Try Zero-G : ATZG
「きぼう」での物理実験プログラム。参加機関でテーマを募集・選定し、古川宇宙飛行士の実
施に向けて準備中。2023年は過去最多9か国・地域の参加（応募245件、参加者570
名）。

③ Asian Herb in Space : AHiS （第3回「アジアの種子」プログラム）
「きぼう」での植物実験プログラム。過去最多13か国・地域の参加により、宇宙飛行種子を
用いた各国独自プログラムを実施中。合計40万人以上の参加になる見通し。

➢ 創出しつつある日本との二国間「きぼう」利用協力

① UAEとは、日本の装置・技術を用いたUAE提案のタンパク
質結晶生成実験を、 2023年6月（UAE飛行士滞在
中）に実施。2024年に2回目の実験を実施予定。

② タイとは、2023年8月にマウスサンプルシェアの協力協定を
締結し、研究協力を実施中。

③ オーストラリアとは、ユーザ開拓のため、12月に「きぼう」利
用ワークショップを開催予定。 UAEとのタンパク質実験

AHiS:オーストラリアでの栽培実験

ATZG
Kibo
-RPC

ISS「きぼう」の利用意義と価値を共有

宇宙実験としての実現性検討、技術評価、
実験運用計画、安全審査等

• 多国参加型プログラムの立案と共同実施
• 月例会とワークショップによる議論・情報共有

⚫ 「きぼう」利用プロセスの理解増進
⚫ 人材育成、新しい利用案件の創出

Kibo-ABCが目指すもの、活動のしくみ
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